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白瀬南極探検隊100周年
記念プロジェクト実行委員会（秋田県）

と  き 2012年2月11日 13:30～16:30 ところ 和歌山市立男女共生推進センター あいあいセンター6階大ホール
（和歌山市小人町29、市役所前）

1910年11月29日に白瀬南極探検隊が「開南丸」で芝浦埠頭を出航しました。
天候不順により一旦は南下を諦めましたが、約一年間シドニーで準備をすすめるとともにじっくりと機を待ち、
1912年1月28日に南緯80度05分に到達し、一帯を「大和雪原（やまとゆきはら）」と命名しました。
このニュースは当時の日本にたくさんの勇気と感動を与え、今日の南極観測の大きな礎となっています。
南極に、そして南極観測に興味を持つ青少年の皆様にぜひ、このことを知っていただきたいと思います。
大勢の皆様のご来場をお待ちしています。

開会挨拶

閉会挨拶

講演1

南極OB会阪神支部和歌山県幹事／吉田 勝

講師／佐藤 忠悦 （南極探検隊長白瀬矗顕彰会 副会長）

講師／吉田 勝 
（第10次日本南極観測隊員・元大阪市立大学理学部教授）

「白瀬南極探検隊の時代背景」
-その偉業と和歌山県出身の三宅幸彦隊員-

上映会
「白瀬南極探検隊『南極記』」
日本初のドキュメンタリー映像

「白瀬南極探検隊 -歴史・隊員・探検成果などの架絵展示-」

講演2
「現代の日本南極観測隊の成果」

南極OB会阪神支部長／林原 勝美

白瀬
南極探検隊
について

白瀬南極探検隊 100周年記念講演会・展示会


